Teaching Practicum in the Japanese Language Teacher Training Program : A report on the program at OUFS over the past five years by Majima, Junko
Title
Teaching Practicum in the Japanese Language
Teacher Training Program : A report on the
program at OUFS over the past five years
Author(s) Majima, Junko























































































































































































































































































































































































年度 0王S TIP AOTS JALEX UGA 丁琶biagea Songkぬ
1995 2 2 3
1996 3 2 50？ 4 4
正997 3 7（5） 30？ 5 （1） 3
1998 3 20？ 4 1 3
1999 3 20？ 2 （1） 3


















OIS 2週間 ゼロ～上級 なし
欧米中心 話し金い
中高生 希望者、
TIP 2週間 ゼロ～中級 なし
アメリカ人 捲名
20～30代











UGA 1年 初級～上級 学内選抜 留学プログラ
大学生
ムでない場
合）
渡航費、滞在
ドイツ人 希望者、
T農bingen 1週間集中
大学生
初級
話し合い
費（寮費は無
料）
渡航費、滞在
タイ人 稀望者、
Songkla 1ケ月
大学生
初級～中級
話し合い
費（宿泊は無
料）
　表3に承したように、実習地によって条件は様々である。費用の癒ではやはり海外は本人
負握が多く、海外旅行も兼ねて嬉々として参熊する学生もいる一方、経済的理由で参加を諦
めるような学生も見受けられる。実習期間は以下にも述べるように、決して短くない。
　ここで、他大学の教育実習の状況と比較して評価してみたい。少し古いが、大学濤本語教
員養成課程研究協議会の報告書G995）には、68大学について調査し、回答のあった51機関
（学部・大学院）の事例が掲載されている。うちloec関では実習が行われていないということ
であった。また実習を行っている41機関のなかで、複数の実習を用意しているのは正2機関
（29．3％）である。本学の場念も過去5年間については、この範麟に入るだろう。（ただしこの
報告書の調査時には、本学では学内機関で実習していたということである。）
　この報告書のまとめの中で特に重要な項目だと思われるのは、f実習生一人あたりの実習時
間について］と「担当教員による直接捲導の有無」である。報告書から引用する（p．4）。
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実習生一人あたりの実習時間について
30分程度
45分程度
1時閾程度
2時間程度
2時間以上
不明
　3機関
　1
11
　7
17
　4
これを見ると、実習生一入あたりの実習時間が30分程度のところから2時間以上のところま
であるが、金体に非常に少ない邸象である。実習機関の教育に、実習による多大の影響を与
えないための配慮や、実習生が多すぎることなどがその理由ではないかと推測する。本学の
場合は、OISは10時間以上、　TIPは5時間以上、　TUblRgenでは実質3時間以上実習してきて
いる。これは見学時間を除いた教壇実習時間であるので、実質を伴う実習だったと評価でき
るのではないだろうか。
　また報告書によると、直接指導のない実習を行っているところも3機関あるが、本学でこ
れまで行ったものはタイでの実習を除いてすべて直接指導を受けている。このように見てく
ると、他大学でも多様な努力がなされているようではあるが、本学の日本語教員養成課程に
おける過去5年間の取り組みは、金国レベルで見て遜色のないものだと言って差し支えない
だろう。ただ、養成課程に制度として組み込むことのできるような継続性のある実習地が十
分ではない。
　本稿で述べた実習地の他にも、本学の学生は私費留学をする者も多く、留学先で田本語教
育機関への接触が可能となり、見学や授業の補助をしてきたという例がある。帰国した学生
から直接または間接に得た情報では、正確な数や内容は把握し切れていないが、行き先とし
ては、中国、台湾、カナダ、アメリカ、ドイツ、ベトナム、オーストラリアなどが挙げられ
る。また、今まで聞いた限りでは、継続的に本学の学生を受け入れる可能性のあるところ、
またその価値のあるところは目下のところなさそうであるが、今後さらに海外での実習が必
要だということになれば、開拓または発掘していかねばならないだろう。
　また教育実習を修了した学生には、その貴重な体験を自分一入のものとせず、他の学生に
語ることで情報を公開・共有しかつ本人が整理し消化する機会にもなるように努めている。
具体的には、日本語教育学の専門科匿で随時体験談の発表を行っているが、クラスメートや
先輩の経験を聞くことは、日本語教育学の学習動機づけにもなり、好ましい事であると考え
ている。ただ、これ以外の形でも後続の学生に情報が提供できるよう、今後資料を整理・整
備する必要がある。
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7．今後の展望
　これまで5年間国内外で実施可能な実習機関を求めて模索してきたが、まとめて現状を報
告する機会を持たなかったので、情報公開の意味も込めてまとめてみた。振り返ってみるに、
実習先の開拓・確保に努力はしたが、2000年度以降も継続できそうな教育機関は、A◎TSの授
業見学、OISとUGAの実習だけである。特に海外に実習生を送りだすことは、相手側の事情
もあり、継続が難しいように感じられる。ただ朗報としては、2000年春から民間で長く日本
語教育に携わっている「京都日本語学校」で、本学からの実習生受け入れが開始することで
ある。中身の濃い実習が受けられることを期待している。
　ところで、昨年学部3年生を中心に、日本語教育実習についてアンケート調査を行ったと
ころ、情報が行き渡っていないことが問題であることがわかった。いつ、どこで実習できる
のか、参加条件は何かなど、教育実習に参加する者にもしない者にも詳しく知らせる必要が
まずあろう。今までは、毎年と言って良い程実習地と実習内容に変更があり、その情報連絡
方法を整備する余裕がなかったことは反省している。これまで試行錯誤ではあるが、教育実
習の機会を提供しようとしてきたこと並びに現状について、日本語教員志望の学生たちの理
解を促し必要な選択や準備をしやすくするために、前述したように資料を整理し、HP記載
を含め情報伝達の方法を工央すべきだと考えている。
　1多様」な日本語学習者に接する機会は今後も維持・充実させていきたいと考えている。は
じめにも述べたように、日本語教員養成における教育実習は必修ではないからと言って、「知
識」を与えるだけでよしとすれば、指導する鰯の負担はないのである。しかし、現場を見た
こともない、教壇に立ったこともないといった状況で日本語教員を志す本学学生を社会に出
すのは、いかにも無責任である。できる範囲内で最善を尽くして良質の教員として育てたい
と願うものである。
　ここに至ってできることの～つとして本学の実績ある日本語教育機関榴学生賑本語教育
センター」での授業見学、ひいては実習が叶うならば、本学学生にとって大変有益であろう。
その可能性をも模索すべき時に来ているのではないかと考えている次第である。
　これまでの5年間を振り返ると、本学の日本語教員養成のための教育実習を実施するにあ
たり、岡じN本語教育学撞当の鈴木睦、筒井佐代教官とのチームワークはもとより、大勢の
心ある方々の協力なしには何～つできなかったであろうことに思い至る。末罷ながら、～人
一入お名前は挙げないが、ご協力・ご支援くださった方々に心よりお礼を申し上げたい。
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